印象派のふるさと　ノルマンディー展
～　近代風景画のはじまり　～
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＜ノルマンディー地方＞
　「ノルマンディー地方」は、フランス北西部のイギリス海峡に臨む位置にあり、平地や穏やかな丘陵地帯にリンゴ畑と牧場が続き、茅葺きや石張りの屋根の木組の構造が美しい家並みや、緑豊かで穏やかな田園風景が望める地である。
　この地方の風景は、多くの「印象派画家」たちがこよなく愛して数多くの力作を描いており、巨匠「モネ」の故郷としても知られている。
＜展覧会の趣旨＞
　本展は、セーヌ河口に位置する港町ル・アーヴルの「アンドレ・マルロー美術館」の協力により、フランスを中心に国内外の美術館が所蔵する作品から、自然や歴史遺産といった絵になる風景である「ノルマンディー地方」の魅力をとらえた油彩、素描、版画、写真など「約80点」が展示され、近代風景画の成立と発展に果たした役割を紹介しようとする企画である。
＜主な展示作品＞
　ウジェーヌ・ブータン《ル・アーヴル・ウール停泊地》（写真左）
　ラウル・デュフィ《海の祭り、ル・アーヴルへの公式訪問》（写真右）
　ウジェーヌ・イザベイ《浜に上げられた船》
　ヴィットリオ・マッテオ・コルコス《別れ》
　アンリ・ド・サン＝デリ《オンフルールの市場》
　アレクサンドル・デューブル《オンフルールの帆船》
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